
2016 年度事業計画書 

 

「基本方針」 

 

２０１９年へ向け、我々の目指すべき「環光のまち因幡」を明確に見据え、変革の能動者として「世のため人

のため」に行動する 

（重点活動項目） 

一、『環光のまち因幡』推進運動アクションプランの遂行 

一、青年経済人として社会参画推進と資質向上に取り組む 

一、会員純増・拡大必達２０名以上 

※アクションプランとは 

� 因幡のグリーン政策の取り組み 

[目指すもの] 

現代にある因幡の自然と私たちは、これからもずっと共生していかなければならない。 

中山間地域では高齢化・担い手不足が進行し、森林の維持管理が困難となってきている。このような現状を踏

まえ、市民の保全意識を高め、因幡の宝である美しい自然を後世へと繋げ、将来の因幡の地が他地域にはない魅

力ある地域となる事を目指す。 

� 究極の田舎政策の取り組み 

[目指すもの] 

自分の地域の魅力を人に伝える想いを持ったオピニオンリーダーを発掘し、他地域の魅力とコラボレー

ションすることで田舎価値に磨きをかけ、人が集まりファンが増え、「因幡に住みたいっ！！」と思う人

を増やす。 

� 新生鳥取砂丘の取り組み 

[目指すもの] 

交流人口の成果をあげている素晴らしい財産であり、大きな経済効果を生む可能性を秘めている鳥取砂

丘を含む山陰海岸ジオパークを新たな視点で捉えることで、世界を魅了する継続的な経済効果を目指す。 

� 芝生のまち因幡確立への取り組み 

[目指すもの] 

子育てがしやすい環境の整備、防犯、防災活動等、困った時に助け合いのできる地域コミュニティを形成し、

日本一住みよいまちを目指す。 

� 青少年育成の取り組み 

[目指すもの] 

こどもたちが将来に対する夢や希望を持ち、地域と共に活き活きと飛躍することが明るい豊かなまちへと繋が

る。地域の人々と共にこどもたちの成長へ繋げ、郷土愛と自主性を備えたリーダーを継続的に創出する仕組みを

確立する。 



「平成 28 年度事業方針」 

基本方針に基づき、下記の具体的な活動を推進する 

 

委員会名 内容 

総務委員会 定款諸規定の検証と改訂※必用に応じて 

広報渉外委員会 6 つの取り組みの事業目的達成へ向けた年間広報計画の策定 

若草学園施設交流会の実施 

会員交流委員会 新年祝賀会 

定例会の運営 

卒業式 

会員拡大委員会 会員純増・拡大必達 20 名以上（退会希望者のフォローアップを

含む） 

人間力開発委員会 地域を担う青年経済人としての資質向上研修の実施 

研修会員研修会の実施 

３分間スピーチの運営 

芝生のまち因幡確立委員会 日本一住みよいまちを目指した取り組み 

青少年育成委員会 日本一次世代リーダーが育つまちを目指した取り組み 

社会参画推進委員会 参政・参画意識の向上と底上げを目的とした取組み 

因幡のグリーン政策委員会 日本一自然と共生するまちを目指した取り組み 

究極の田舎政策委員会 日本一行きたい住みたいまちを目指した取り組み  

新生鳥取砂丘政策委員会 スポーツツーリズムで世界から注目されるまちを 

目指した取り組み （※鳥取砂丘の自然を活かした） 



 

「事業実施内容」 

【公益事業】 

(１) 地域住民の集まる場を作り、地域コミュニティを活性化させる事業。 

① 地域の芝生化に取り組み、そこで住民同士の絆を築き地域コミュニティを発展させ、お互い

の相談事や子どものしつけ、防犯など、地域で守りあえる住みよいまち作りを行う。（芝生

のまち因幡確立委員会） 

 

(２) 地域の人々と共にこどもたちの成長へ繋げ、郷土愛と自主性を備えたリーダーを継続的に創出

する仕組みを確立する事業。 

① 因幡の各地域に、「自主性」と「郷土愛」を兼ね備えた次世代のリーダー育成を定着させる

ための、モデル事業の構築。（青少年育成委員会） 

② 若草学園施設交流 日頃経験することのできない遊びを体験してもらうことで、園児達に心

から感動するような、喜びや楽しみを感じていただく（広報渉外委員会） 

③ 18 才選挙権に向けて参政・参画意識向上の底上げすることができる勉強会や事業を行う。

（社会参画推進委員会） 

 

(３) 市民の保全意識を高め、美しい自然を後世へと繋げ、将来、他地域にはない魅力ある地域と

なる事を目指す事業。 

① 光あふれる因幡の森を広げる活動を目的に多くの因幡市民に人工林の現状と森林保全の重

要性を発信する。（因幡のグリーン政策委員会） 

 

(４) オピニオンリーダー達が、他地域の魅力とコラボレーションすることで田舎価値に磨きをか

け、人が集まりファンが増え住みたい人を増やしていく事業。 

① 地域内の高齢化、過疎化、金銭面など問題を抱えた地域のリーダーや諸団体に対し地域連携

を元に地域力の可能性を感じていただき「うみやまコン vol.3」を行う。（究極の田舎政策

委員会） 

 

(５) スポーツとそれに関わる専門団体と地域住民が連携することで、世界からも注目される因幡オ

リジナルのスポーツツーリズムを確立する事業。 

① 地域住民、トライアスロン協会等と連携を行いトライアスロン、鳥取 DE アスロン、ビー

チサッカー、砂丘ヨガなど様々なスポーツ大会の実施を行う（新生鳥取砂丘政策委員会） 


